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vfosterとは？

vfosterにご入会を！

- 精神障害者の就労支援に取り組む
経営者の集まり -

企業、福祉、医療、行政
それぞれの取り組みの橋渡し
地域の取り組みを全国につなぐ

vfoster は、精神障害者に働く機会を提供して雇
用現場で社会生活の訓練を引き受けていた経営
者の団体です。前身含めて約30年の活動経験を
基に、地域の企業実践と行政、福祉、医療の橋
渡しを行い、働く意欲を持つ精神障害者はもとよ
り、皆が働きやすい職場づくりを目指したメンタ
ルケアの枠組み作りに取り組んでいます。

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員／団体賛助会員
Ａ（従業員 301名以上）
Ｂ（従業員 201 - 300名）

Ｃ（従業員 51 - 200名）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

vfoster 検　索

主な活動
● 精神・発達障害者の雇用マネジメント サポート事業（SPIS普及活動）

● 精神・発達障害者の就労に関する啓発活動
）作制の料資発啓、催開の会修研・ーナミセ（

● 精神・発達障害者の就労に関する調査・研究活動

● 精神・発達障害者の雇用主、支援機関、行政機関、当事者の
　 全国的ネットワークづくり

● 職域メンタルヘルスの環境整備 サポート事業（ストレスチェック システムの提供）

● 精神・発達障害者の就労・雇用の促進を図るための政策提言・要望活動

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員
Ａ（従業員 301名以上）
Ｂ（従業員 201～ 300名）
Ｃ（従業員 51～ 200名）
Ｄ（従業員 50名以下）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

20,000 円団体賛助会員 １口 から １口



　

先
日
、
N
P
O
法
人
地
域
精
神
保
健
福
祉
機
構

（
C
O
M
H
B
O
）
の
啓
発
紙
「
こ
こ
ろ
の
元
気
＋
」
特
集

「
就
労
あ
る
あ
る（
仮
題
）
」の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
て
、

当
法
人
の
職
親
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
巻
頭
言
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
水
を
科
学
す
る
会
社
」
仮
に
G
社
と
し
ま
し
ょ

う
、新
大
阪
に
近
い
G
社
を
訪
問
す
る
と
必
ず
従
業

員
の
皆
さ
ん
と
昼
食
を
ご
一
緒
し
ま
す
。G
社
で
は
昼

食
は
会
社
が
用
意
し
て
お
り
、食
べ
る
場
所
は
本
人

に
任
さ
れ
ま
す
が
、必
ず
昼
食
を
摂
る
こ
と
が
ル
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
障
害
者
の
企
業
実
習
を

開
始
し
た
当
初
、一
番
困
っ
た
の
が
仕
事
以
前
に
生
活

の
基
本
が
全
く
で
き
て
い
な
い
た
め
、体
力
が
ま
る

で
ダ
メ
！
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。実
習

で
仕
事
に
慣
れ
る
以
前
の
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。ま

ず
は
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
食
事
習
慣
を
付
け
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

食
事
の
あ
と
、全
員
で
「
最
高
！
最
高
！
」
と
全
員

で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
業
務
連
絡
に
入
る
の
で

す
が
、筆
談
用
の
ボ
ー
ド
で
語
る
人
も
い
て
、多
士

済
々
の
特
性
を
持
た
れ
た
方
々
が
元
気
に
報
告
を
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
近
隣
に
は
中
小
企
業
家
同
友
会

の
仲
間
の
職
親
企
業
も
あ
り
、そ
こ
で
は
実
習
が
上

手
く
い
か
な
く
て
G
社
で
引
き
受
け
た
実
習
生
が
、

G
社
で
は
戦
力
と
な
っ
て
元
気
に
働
い
て
い
る
姿
を

見
て
、そ
の
社
長
が
「
な
ん
で
や
ね
ん
？
」
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
職
親
間
で
連
携
し
な
が
ら
障
害
当
事
者
の

特
性
と
職
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
、根
気
よ
く
た
め
し

て
い
る
姿
を
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
当
事
者
を
中
心
と
し
て
、共
に
は
た
ら
き
、

共
に
成
長
し
よ
う
と
す
る
職
親
マ
イ
ン
ド
と
そ
れ
を

は
ぐ
く
む
地
域
力
を
説
明
す
る
素
晴
ら
し
い
逸
話
で

す
。

　

職
親
さ
ん
達
は
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
社
会
適
応

訓
練
・
実
習
メ
ソ
ッ
ド
を
皆
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。G

社
社
長
の
H
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に「
ど
ん

な
疾
病
で
あ
れ
実
習
す
る
内
容
は
一
緒
で
す
、実
習
の

な
か
で
伸
ば
せ
る
特
性
を
徹
底
的
に
褒
め
、自
信
を

つ
け
さ
せ
れ
ば
職
場
の
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、誰
で
も
働
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」と
自
信
を
も
っ
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
も
し
部
下
が
○
○
だ
っ
た
ら
？
」
的
な
精
神
疾

患
・
発
達
障
害
と
向
き
合
う
ノ
ウ
ハ
ウ
本
が
巷
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、症
状
の
治
療
は
医
療
で

も
、仕
事
と
の
出
会
い
や
職
場
で
の
人
間
関
係
の
克

服
は
、障
害
者
自
身
の
自
己
理
解
と
周
り
の
人
と
の

相
互
理
解
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
は
医
療
や
福
祉
の「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
情
報
」と

い
う
も
の
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
実
習
を
通

じ
た
お
互
い
の
体
験
と
地
域
の
職
親
仲
間
の
経
験
こ

そ
が
、誰
も
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
地
域

実
現
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

NPO 法人 全国精神保健職親会

理事長  中川 均

５号 刊行によせて

地域力と職親マインド
「だれでもが安全で安心して生活できる地域の実現」
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日
本
で
最
初
に
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
施
策
検
討

に
着
手
し
た
の
は
、「
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る

調
査
研
究
会
」（
１
９
９
２ｰ

９
４
年
）
と
さ
れ
ま
す
。

１
９
６
０
年
の
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
か
ら
実
に
30

年
を
経
て
着
手
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

先
立
つ
１
９
８
０
年
代
に
は
既
に
、
退
院
可
能
な
患
者

の
社
会
参
加
や
就
労
準
備
を
目
的
に
「
院
内
作
業
」
や

「
院
外
作
業
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
受
け
皿

と
な
っ
た
地
域
の
中
小
企
業
家
を
、
里
親
に
な
ぞ
ら
え

て
「
職
親
」（
し
ょ
く
お
や
）
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
取

り
組
み
は
１
９
９
５
年
に
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練

事
業
（
＝
社
適
事
業
）と
し
て
法
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
適
事
業
は
２
０
０
６
年
の
障
害
者
自
立
支

援
法
と
入
れ
替
わ
る
形
で
２
０
１
０
年
に
根
拠
条
文
が

削
除
さ
れ
、
自
治
体
の
自
主
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
社

適
事
業
は
実
施
自
治
体
、
利
用
者
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
精
神
障
害
者
の
就
労
は
増

加
し
続
け
、
２
０
１
８
年
に
義
務
化
さ
れ
た
の
は
記
憶

に
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、厚
生
労
働
省
は
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
「
量
」

精
神
障
害
者
の
雇
用
施
策
の
経
緯

か
ら
「
質
」へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
可
決

さ
れ
た
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
で
は
、
週
10
時
間

以
上
20
時
間
未
満
の
労
働
時
間
で
も
法
定
雇
用
率
に
算

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
短
時
間
で

あ
れ
ば
働
く
こ
と
が
で
き
る
当
事
者
の
社
会
参
加
へ
の

大
き
な
足
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
時
間
を

徐
々
に
増
や
し
な
が
ら
働
き
始
め
る
場
合
や
、
休
職
か

ら
の
復
職
を
目
指
す
場
合
に
、
就
労
系
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
一
時
的
に
併
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、

当
事
者
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
は
、「
こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
（
２
０
１
７
年
）で
提

唱
さ
れ
た
理
念
で
す
。
地
域
精
神
保
健
お
よ
び
障
害
福

祉
、
精
神
医
療
、
居
住
支
援
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
、
家
族

な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
労
に

つ
い
て
は
僅
か
に
触
れ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
十
分
な

議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
内
容
で
す
。

　

社
適
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
、
保
健
行
政
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
精
神
科
医
療
機
関
と
企
業

は
、
今
よ
り
も
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
少
な

い
な
が
ら
も
、
地
域
の
企
業
が
精
神
障
害
者
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
時
代

も
あ
っ
た
こ
と
も
先
述
の
通
り
で
す
。

　

今
日
、
就
労
系
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
精
神
障
害
者

の
雇
用
が
目
を
見
張
る
増
加
を
見
せ
る
一
方
で
、「
精
神

障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
検
討

の
中
で
、
就
労
や
就
労
支
援
の
あ
り
方
へ
の
議
論
は
、

残
念
な
が
ら
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
検
討
で
は
、
国
際
的
に
突
出
し
て
長
い
平
均
入

院
期
間
と
い
う
日
本
の
精
神
科
医
療
の
課
題
へ
の
対
応

が
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
い
母
数
な
が
ら
入
院
患

者
で
も
地
域
の
企
業
と
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
が
、

そ
の
後
の
議
論
が
あ
ま
り
進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
後
の
変
遷
に
雇
用
へ
の
流
れ
を
止
め
る
要

因
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
、
今
日
の
主
流
で
あ
る
精
神
科
医
療
か
ら

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
経
て
就
労
に
至
る
過
程
に
、
当

事
者
の
就
労
を
阻
む
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
と
、
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
①
医
療
か
ら
地
域
へ
押
し
出
す
動
き

が
弱
い
。
特
に
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
状
況
か
ら
は

高
い
滞
留
状
況
が
窺
え
ま
す
。
例
え
ば
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
で
一
年
を
超
え
て
利
用
し
て
い
る
方
が
月
間
延
べ
人

数
で
57
万
人
、
そ
の
う
ち
の
20
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方

が
50
万
人
、
実
人
員
だ
と
５
万
人
（
推
定
）の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
27
年
６
３
０
調
査
）
精
神
障

害
者
雇
用
の
実
数
が
10
万
人
未
満
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
医
療
領
域
か
ら
の
地
域
移
行
が
待
た
れ
ま
す
。

　

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
②
就
労
系
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か

ら
一
般
就
労
へ
の
道
が
、
効
率
的
に
機
能
し
て
い
な
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
就
労
継
続
A
型
事

業
所
が
４
，０
０
０
か
所
で
１
，１
２
１
億
円
、
就
労
継
続

B
型
事
業
所
が
１
２
，０
０
０
か
所
で
３
，５
３
１
億
円
、

就
労
移
行
事
業
所
が
３
，５
０
０
か
所
で
６
３
６
億
円
、

就
労
系
障
害
福
祉
だ
け
で
計
５
，３
０
０
億
円
が
支
出

さ
れ
て
お
り
、
自
立
支
援
法
が
成
立
し
た
２
０
０
６

「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
精
神
障
害
者
の
就
労

精
神
障
害
者
の
雇
用
推
進
に
お
け
る

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
とvfoster

が
目
指
す
方
向
性
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特  

集

　昨今、 障害者雇用のあり方を
巡って数々の議論が交わされてい
ます。 それはこの十数年で進展し
た障害者雇用の歪みを反映してい
るかのようです。 そして、 まさに
同時期に激増した精神・発達障害
者の雇用においては、 これまで身
体障害者や知的障害者を対象に築
いてきたスキームとは全く異なるマ
ネジメントの視点が求められます。
ならば、 精神・発達障害者の雇用
の在り方の考察は、 障害者雇用
全般に通じる重要な示唆を与えて
くれるのではないでしょうか。

※「コンソーシアム」…互いに力を合わせて目的に達しようとする組織や人の集団。

Foster-Network vfosterが目指す

地域障害者雇用企業コンソ－シアムコンソ－シアム構想



雇用領域

福祉領域

医療領域 厚労省 令和3 年集計結果

障害者雇用総数 : 60万人
（精神障害者 : 10万人）

ハローワーク求職者数:約10万件
就職率 42.6％（精神）

企業規模別にみると
1,000人以上企業で 
半数の雇用を実現し法定雇用率を 
満たしている 一方、
雇用ゼロ企業 32,644社のうち
100人未満企業が占める数は
27,741社85%

A型就労継続支援 :7.2 万人
（精神:3.1万人 ? ）

特例子会社:4.2万人
（精神:0.8万人 ）

雇用領域

就労移行支援:3.4万人
（精神:1.7万人 ? ）

B型就労継続支援:26.9万人
（精神:7.5万人 ? ）

（障害者就業・生活支援センター
中小企業家同友会・各地区職親会 )

（（障害者就業・生活支援センター障害者就業・生活支援センター

地域障害者雇用企業
コンソーシアム

企業実践アドバイザーとして
地域連携のプラットフォームとして
医療機関 &ハローワーク等と連携

Foster（職親）Network

・ハローワーク
・職業センター
・就労支援センター福祉領域

患者総数:419万人（認知症51万人）
入院 :30万人　外来:389万人
上記の患者のうち 25～64歳:216万人

精神科デイケアの利用状況

合計:1,198か所
（診療所:412か所/単科病院:786か所）

20歳～65歳の利用者
推計 4.5万人

（全体利用者の90％）

平成 27年630 調査より
内閣府障害者白書 令和 2 年

＊平成21年 今後の精神保健福祉のあり方等検討会資料より推計

医療領域

障害者手帳交付総数 733万件
（精神 :118万件）

社保審 令和 3 年

１年間を超える利用者
推計 5万人

（全体利用者の84％）

およそ 9万人

就職就職

AA
（（精

特例子会

就労移行支就労移行支
（

福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉福祉

人）

り推計

雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用雇用

約10万件

社のうち
未満企業が占める数は未満企業が占める数は

課題の再整理 :精神障害者雇用のFACT資料

年
度
か
ら
予
算
規
模
は
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
年
率
で
６
%
の
伸
び
で
計
算
す
る
と
現
在
は
推
計

で
７
，０
０
０
億
ぐ
ら
い
に
は
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
た
し
か
に
障
害
者
雇
用
は
福
祉
と
雇
用
、

両
面
の
法
整
備
と
行
政
努
力
に
よ
り
伸
び
て
き
て
い
ま

す
が
、
予
算
規
模
の
拡
大
に
見
合
っ
た
ア
ウ
ト
カ
ム
が

得
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
③
中
小
企
業
で
の
雇
用
進
捗
の
遅
れ

（
地
域
社
会
全
体
の
力
不
足
）
60
万
人
の
障
害
者
雇

用
の
種
類
を
概
括
す
る
と
、A
型
事
業
所
が
７
・
２
万

人
、
特
例
子
会
社
が
４
・
２
万
人
、
最
近
は
や
り
の
雇

用
率
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
就
労
の
方
が
１
万
人
、
そ
の
他
（
た

ぶ
ん
一
般
就
労
）
が
48
万
人
ぐ
ら
い
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
省
（
令
和
４
年
12
月
資
料
）に
よ
れ
ば
、
法

定
雇
用
率
が
適
用
さ
れ
る
企
業
（
従
業
員
数
４
３
・
５

人
）に
お
け
る
雇
用
率
未
達
成
企
業
お
よ
び
ゼ
ロ
企
業

は
５
・
５
万
社
、
そ
の
う
ち
の
３
万
社
が
１
０
０
人
未
満

企
業
と
の
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
大
半
は
障

害
者
雇
用
の
未
経
験
企
業
で
、
雇
用
未
達
数
も
１
～

２
名
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
企
業
を

支
援
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
障
害
者
雇
用
に
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
企
業
で

も
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
作
り
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
医
療
の
基
幹
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
、
有

力
な
福
祉
法
人
、
各
地
区
の
中
小
企
業
家
同
友
会

な
ら
び
に
各
地
の
生
活
支
援
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
地
区
で
のFoster-

N
etw

ork

を
発
掘
し
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

文
・
中
川 

均
／
三
原 

卓
司
N
P
O
法
人
全
国
精
神
保
健
職
親
会

5

障害者雇用促進法
障害者総合支援法

令和4（2022）年改正のポイント

障害者の就労機会の拡大
● 週 10 時間以上の労働時間から実雇

用率への算定が可能に
（重度身体障害者、重度知的障害者、
精神障害者）

● 就労開始期や休職から復職を目指
す場合に、一般就労中でも就労系障
害福祉サービスの一時利用が可能に

企業が実施する職場定着等の取組へ
の助成強化
● 障害者雇用調整金等の支給方法の

見直し

本人の希望に寄り添う支援
● 就労アセスメント手法を活用した
「就労選択支援」サービスの創設

 vfosterが目指す

地域障害者雇用企業コンソ－シアムコンソ－シアム構想



　

こ
の
20
年
で
精
神
障
害
者
、発
達

障
害
者
の
就
労
は
大
き
く
進
展
し
ま

し
た
。当
事
者
に
と
っ
て
は
就
労
の

機
会
が
身
近
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、雇
用
事
業
主
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
人
材
を
活

用
で
き
る
機
会
が
増
え
た
と
も
言
え

ま
す
。し
か
し
、定
着
に
課
題
が
あ
る

と
さ
れ
る
精
神
・
発
達
障
害
者
の
就

労
に
は
、し
っ
か
り
し
た
支
援
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
望
ま
れ
ま
す
。障
害
者

雇
用
の
「
質
」
が
求
め
ら
れ
る
中
、地

域
の
精
神
科
医
療
機
関
、就
労
支
援

事
業
所
、雇
用
主
等
の
関
係
者
の
連

携
が
、ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

vfoster 

が
２
０
２
０
年
度
か
ら
実

施
す
る
「
事
例
か
ら
学
ぶ
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
、こ
の
関
係
者
連

携
の
在
り
方
を
模
索
す
る
事
業
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
が
繰
り
延
べ

ら
れ
、実
質
上
の
初
年
度
と
な
っ
た

昨
年
度
は
、全
国
４
地
域
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。そ
し
て

実
質
２
年
目
の
今
年
度
は
、初
年
度

の
事
業
実
施
地
域
で
活
動
を
深
耕

さ
せ
る
と
同
時
に
、３
エ
リ
ア
を
新

規
事
業
地
域
と
し
て
設
定
し
、活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
各

地
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

06

全国精神保健職親会の活動紹介

全国８箇所
で開催！！

01

日
本
財
団
助
成
に
よ
る

会場のみ

会場+web配信

会場+web配信

会場+web配信

福岡県 福岡市

開催地開催日 形 式

長崎県 諫早市

福島県 郡山市

京都府 京都市

福岡県 北九州市

宮城県 仙台市

石川県 金沢市

東京都 港区

九州地区

九州地区

東北地区

九州地区

近畿・北陸地区

近畿・北陸地区

東北地区

事業報告会

7月

11月

12月

12月

１月

１月

３月

３月

20日

12日

３日

13日

13日

26日

４日

21日

２
０
２
２
年
度

 
障
害
者
雇
用

「
事
例
か
ら
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」事
業

2023

2022

会場+web配信

会場+web配信

会場+web配信

会場+web配信



vfoster が取り組む 地域ネットワーク構築事業

「事例からの学び」ワークショップの展開を通じて

雇用に関する
事例の共有

ワークショップ
（学びの場）

地域の就労支援ネットワーク

• 企業と支援機関の双方が関与

• 継続的な活動で連携強化

取り組みを共有する地域ネットワークの構築へ

優良中小企業主
認定制度の活性化

障害者雇用率の改善
政府の重点施策の方向性

• 精神障害者の雇用
• 中小企業での雇用

地域の企業

雇用上の悩み相談
先行事例の共有

行政機関

障害者雇用にかかる
支援メニューの提案

就労支援機関

支援ノウハウの提供
企業ニーズの理解

医療機関

医学的情報の提供
企業ニーズの理解

当法人関連団体が
ファシリテーター役

支援機関の支援力向上
雇用と福祉 連携強化検討会

• 企業ニーズの理解
• 本人主体の能力評価

雇用企業を支える
支援に進化・発展

07

各地の協力団体
2022年度事業分

　当ワークショップ事業の開催報告ならびに当
日収録した動画を web で公開しております。
　また、 本誌 今号では、 制作スケジュールの
関係で右記のイベントについてはレポートの収
載が適いませんでした。 web ページにてレポー
トを公開しておりますので、ぜひご覧ください。

web も あわせて ご覧ください

東北地区（宮城県・福島県）

■ 宮城ダイバーシティ企業連携協議会

■ 宮城就業支援ネットワーク

■ 福島就業支援ネットワーク
■ いわき市障がい者職親会

■ 京都障害者雇用企業サポートセンター
■ 社会医療法人財団 松原愛育会

近畿・北陸地区（京都府・石川県）

■ 一般社団法人ワークネット北九州（当法人理事）

■ ATU ホールディングス株式会社

■ 社会福祉法人 北九州障害者福祉事業協会
 とりはた玄海園就労センター

■ 一般社団法人 Bridge

■ 株式会社綜合キャリアトラスト  福岡事業所

■ 長崎キャリア支援センター

■ 長崎障害者就業・生活支援センター

九州地区（福岡県・長崎県）

in  石川県 金沢市事業報告会   東京都

開催日時
2023 年 3月 4 日（土）
13:00-17:30

開催日時
2023 年 3月 21日（火）
14:00-18:00

開催形式
会場 + web 配信

開催形式
会場 + web 配信

http://vfoster-activities.org/index.html

2022 年度・日本財団助成による
障害者雇用

「事例から学ぶワークショップ」事業

近
畿
・
北
陸
地
区

石
川
県

事
業

報
告
会



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

　

宮
就
ネ
ッ
ト
は
、２
０
１
４
年
か
ら
２
年
連
続
で

宮
城
県
が
障
害
者
雇
用
率
全
国
最
下
位
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、全
国
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
取
組
な
ど
を
参
考
に
、障
害
者
就
業
支
援
の
質

的
向
上
・
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
８
年
に
設
立
さ
れ
た
。２
０
２
２
年
８
月
に
職

業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
の
宮
城
大
会
を
開

催
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、そ
れ
ま
で
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
中
心
の
運
営
だ
っ
た

宮
就
ネ
ッ
ト
に
、大
会
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し

た
企
業
の
人
た
ち
も
役
員
に
加
わ
り
、新
た
に
企

業
と
支
援
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
を
目

指
し
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

新
生
宮
就
ネ
ッ
ト
の
第
１
回
企
画
と
し
て
、障

害
者
雇
用
に
お
け
る
企
業
支
援
の
現
状
と
課
題

を
共
有
す
べ
く
、「
企
業
が
行
う
雇
用
管
理
の
視

点
か
ら
就
労
支
援
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

■ 

「
企
業
の
雇
用
管
理
を
支
援
す
る
た
め
の
基
本

的
な
視
点
と
ス
キ
ル
」を
概
説
し
た
基
調
講
演

（
相
澤 

欽
一  

宮
就
ネ
ッ
ト 

代
表
・
全
国
障
害
者
雇

用
事
業
所
協
会
）

■ 

「
企
業
が
行
う
雇
用
管
理
の
視
点
か
ら
就
労

支
援
を
考
え
た
場
合
の
現
状
と
課
題
」
に
関

す
る
様
々
な
立
場
か
ら
の
指
定
発
言
（
藤
沼 

紀
行
氏 

（
株
）ア
イ
エ
ー
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
、
吉
田 

芳
弘
氏 

（
株
）ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
、
高
橋 

達
也
氏  

宮
城
労
働
局
、
伊
東 

良
太
氏  

く
り
は
ら
障
が
い

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
し
す
と
、
齋
藤 

淳
子
氏  

就
労
移
行
支
援
事
業
所
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
）

■ 

基
調
講
演
と
指
定
発
言
を
踏
ま
え
た
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
全
体
討
論  

か
ら
構

成
し
た
。

　

参
加
者
は
58
人
（
会
場
32
、w
e
b

26
）で
、ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、と
て
も
参
考
に
な
っ
た
・
参
考
に

な
っ
た
、の
合
計
が

100
％
と
い
う
、大
変
盛
り
上

が
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
。

　

障
害
者
雇
用
で
最
初
に
企
業
に
関
わ
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
支
援
機
関
の
連
携
の
あ
り
方
、障
害
の

あ
る
人
と
企
業
の
双
方
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
マ
ッ

チ
ン
グ
の
提
案
を
す
る
支
援
者
の
ス
キ
ル
、企
業

と
関
わ
る
支
援
者
の
意
識
と
ス
キ
ル
、「
元
気
で

や
っ
て
ま
す
か
型
」
中
心
の
定
着
支
援
の
あ
り
方

な
ど
様
々
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
宮
就
ネ
ッ
ト
役
員
会
で

は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、定
期
的

な
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
例

：

企
業
支

援
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
支
援
機
関
の
連

携
、企
業
と
支
援
機
関
が
連
携
し
て
職
場
実
習
を

拡
げ
る
方
策
）
や
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
相
談
会

（
例

：

企
業
支
援
で
悩
む
支
援
者
が
企
業
の
人
か

ら
助
言
を
受
け
る
、障
害
者
雇
用
に
関
し
企
業
同

士
が
話
し
合
う
）
の
立
ち
上
げ
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、企
業
の
役
員
か
ら
障
害
者
雇
用
は
官
民

一
体
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

た
た
め
行
政
訪
問
を
行
い
、年
度
末
に
宮
城
労
働

局
・
宮
城
県
・
仙
台
市
と
宮
就
ネ
ッ
ト
の
情
報
共
有
・

意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

企
業
と
支
援
機
関
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
た
障

害
者
雇
用
・
就
労
支
援
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り

は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
だ
が
、宮
就
ネ
ッ
ト

で
は
地
道
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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東
北
地
区

宮
城
県

in 宮城県  仙台市

開催日時
2023 年 1 月 26日（木）
13:00-16:30

開催形式
会場 + web 配信

レポート
宮城就業支援ネットワーク  代表
全国障害者雇用事業所協会
障害者雇用相談員  相澤 欽一

　宮城県では、障害者雇用に関わる企業と支援機関
の連携を目指す「宮城就業支援ネットワーク」（以
下、宮就ネット）が結成されている。
　 宮 城 県 地 区での今 年 度の「 事 例 に学ぶワーク
ショップ事業」では、このネットワークをより活性化さ
せるための取り組みをバックアップすることとなった。

宮城就業支援ネットワーク 代表
全国障害者雇用事業所協会
障害者雇用相談員

相澤 欽一 氏



１ 

テ
ー
マ
に
つ
い
て

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
福
島
県

で
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
る
か
以
下
の

よ
う
に
検
討
し
た
。

❶ 
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

共
催
の
福
島
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

福
祉
関
係
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、理
学
療
法
士

が
理
事
に
い
る
が
、医
療
機
関
・
企
業
・
行
政

機
関
は
構
成
メ
ン
バ
ー
に
い
な
い
。

❷ 

精
神
科
か
ら
の
企
業
就
労

理
事
の
作
業
療
法
士
に
依
頼
す
る
こ
と
で

事
例
の
紹
介
を
お
願
い
で
き
る
と
考
え
る
。

❸ 

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

い
わ
き
市
職
親
会
の
活
動
事
例
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
様
に
要
請
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、医
療
機
関
・
企
業
・
行
政
の

３
分
野
か
ら
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

２ 

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

基
調
講
演
は
、依
田 

晶
男
氏
（
医
療
機
関
の
障

害
者
雇
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
）か
ら「
精

神
科
医
療
機
関
と
連
携
し
た
就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」と
題
し
、障
害
者
雇
用
の
歴
史
か

ら
先
進
モ
デ
ル
な
ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

実
践
報
告
で
は
、

❶ 

就
労
支
援
の
実
践
か
ら
考
え
る
医
療
機
関

の
役
割
と
は
～
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

支
援
者
の
視
点
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
イ
キ
ャ
ン 

施
設
長
の
高
橋
氏

よ
り
事
例
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

本
人
の
表
情
の
変
化
や
取
り
組
み
を
分
か

り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

❷ 

精
神
・
発
達
障
害
者
の
安
定
就
労
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

福
島
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー 

主
任
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
舩
津
氏
か
ら
発
達
障
害
者
の
安
定

就
労
の
ポ
イ
ン
ト
の
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

❸ 

障
害
者
雇
用
を
支
え
る
地
域
の
連
携

～
い
わ
き
で
の
取
り
組
み
～

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
き
市
障
が
い

者
職
親
会 

理
事
長 

石
山
氏
か
ら
は
、地
域

の
今
日
状
況
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
職
親
会

の
活
動
や
目
指
す
と
こ
ろ
の
お
話
を
力
強

く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

３ 

終
わ
り
に

　

本
田 

隆
光
氏（
福
島
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代

表
）  

閉
会
挨
拶
よ
り

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
と
は
、「
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
、よ
り
具
体
的
に
は
、 

自
由
、公

平
、安
全
と
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
条
件
と
し
た
、 

全
て
の
人
の
た
め
の
生
産
的
な
仕
事
」
の
こ
と
で

す
。20
年
前
に
関
西
の
友
人
か
ら
こ
れ
を
ど
う
思
う

か
と
問
わ
れ
て
答
え
に
窮
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
は
精
神
科
領
域
に
特
化
し
た
地
域

連
携
を
考
え
る
研
修
で
し
た
が
、障
が
い
者･

困
窮

者･

外
国
人
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
達

が
対
象
と
な
る

ボ
ー
ダ
レ
ス
な
の

も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め

て
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
携
と
言
う

け
れ
ど
、と
も
す

る
と
同
じ
組
織

や
仲
間
の
自
分

の
所
だ
け
の
連

携
で
は
な
か
っ
た
の
か
改
め
て
思
い
ま
す
。

•

い
わ
ば
自
分
達
は
や
っ
て
い
る
、や
れ
て
い
る
と

い
う
自
己
満
足
？

•

そ
こ
か
ら
の
打
破
は
本
人
の
立
場
で
考
え
る

•

本
人
が
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
組
織
や
個
人

を
集
め
る

　

そ
う
い
う
意
味
で
本
当
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
の
実
践
を
す
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。皆
さ
ん
と
一
緒
に
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
支
援
を
目
指

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
基
調
講
演
と
し
て
「
精
神
科
医
療
機
関

と
連
携
し
た
就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

依
田 

晶
男
様
か
ら
の
豊
富
な
資
料
と
福
島
で
の

先
進
的
な
実
践
報
告
と
実
り
多
い
研
修
で
し
た
。

　

皆
様
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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東
北
地
区

福
島
県

in  福島県 郡山市

開催日時
2022 年 12月 3日（土）
13:00-17:30

開催形式
会場 + web 配信

レポート
社会福祉法人福音会
ワークセンター麦
園長  伊東 久美子 

福島就業支援ネットワーク
代表

本田 隆光 氏

　福島では「福島就業支援ネットワーク」を通じて、県
内の福祉、医療の支援機関が緊密に連携している。
　シンポジウムのテーマは、「医療機関からの就労の推
進」となり、医療機関に勤める作業療法士の方にも協
力していただくことになった。
　また、行政からの報告はもとより、地域連携の取り組
み事例として、福祉、医療、教育から行政まで巻き込ん
だいわき市のネットワークについて紹介していただいた。



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

●
サ
ポ
セ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
を
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
発
展
さ
せ
た
い

　

今
年
度
も
京
都
府
が
運
営
す
る
京
都
障
害
者

雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、サ
ポ
セ

ン
）と
コ
ラ
ボ
し
て
開
催
し
た
。

　

サ
ポ
セ
ン
で
は
６
年
前
か
ら
「
業
種
・
企
業
規
模

を
問
わ
ず
勉
強
・
交
流
す
る
会(

以
下
、勉
強
会)

」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
る
。

　

こ
の
勉
強
会
に
は
企
業
・
支
援
機
関
・
医
療
機

関
・
大
学
・
支
援
学
校
・
行
政
な
ど
約
40
名
が
集
い
、

障
害
者
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
に
参
加
者
が
自

ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
事
例
研
究
と
意
見
交
換
を
し

て
い
る
。発
足
以
来
、参
加
者
の
共
通
課
題
と
し
て

精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る
方
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

サ
ポ
セ
ン
の
勉
強
会
にvfoster

の「
職
親
マ
イ

ン
ド
」と
い
う
概
念
を
注
入
す
る
こ
と
で
、新
た
な

具
体
的
活
動
へ
と
発
展
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、今
回
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
企
業
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
行
政
そ
れ

ぞ
れ
の
間
で
の
連
携
に
留
め
ず
に
、地
域
資
源
全

体
の
連
携
の
必
要
性
に
関
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
た
こ
と
が
特
徴
的
だ
っ
た
。

●
様
々
な
立
場
の
参
加
者
が
意
見
交
換
す
る
こ

と
で
多
く
の
気
づ
き
が
生
ま
れ
た

　

講
演 

「
企
業
の
思
い・
患
者
さ
ん
の
思
い
」
は
、

医
療
の
立
場
か
ら
だ
け
で
は
な
く
企
業
・
患
者
双

方
の
立
場
か
ら
の
悩
み
や
苦
労
に
言
及
し
、解
決

の
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
。精
神
科
医

か
ら
企
業
現
場
の
具
体
的
悩
み
や
課
題
と
そ
の

対
策
を
聞
け
る
機
会
は
少
な
い
の
で
、非
常
に
良

か
っ
た
と
の
声
が
多
く
あ
っ
た
。

　

企
業
現
場
か
ら
の
事
例
発
表
は
、「
異
能
人
財
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
注
目
し
た
取
り
組
み
だ
っ

た
。研
究
職
な
ど
高
度
な
能
力
が
要
求
さ
れ
る
領

域
に
お
い
て
丁
寧
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
発

達
特
性
の
強
い
方
を
戦
力
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
だ
。業
務
と
能
力
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
も
と
よ

り
、障
害
の
あ
る
社
員
を
あ
ま
り
受
け
入
れ
て
い

な
い
企
業
現
場
に
対
し
て
理
解
を
得
る
た
め
に
、

実
習
を
通
し
て
戦
力
評
価
し
、職
場
の
仲
間
の
納

得
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
事
が
特
徴
的
だ
っ
た
。

　

就
労
支
援
の
現
場
か
ら
の
事
例
は
、実
習
の
重

要
性
に
加
え
て
就
職
後
の
定
着
支
援
の
具
体
的

事
例
だ
っ
た
。ま
た
、当
事
者
ご
本
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
動
画
に
よ
る
本
音
の
気
持
ち
を
聞
け
た
こ

と
が
参
加
者
の
共
感
を
生
ん
だ
。企
業
へ
の
具
体

的
支
援
方
法
だ
け
で
な
く
、い
か
に
個
人
に
あ
っ

た
支
援
の
仕
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

か
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、様
々
な
立

場
の
参
加
者
が
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
多
く
の
気

づ
き
が
生
ま
れ
、他
者
か
ら
の
学
び
に
価
値
を
感

じ
て
い
た
だ
い
た
と
評
価
で
き
た
。

●
今
後
に
向
け
て

　

今
回
の
「
異
能

人
財
」
の
採
用
と

活
躍
の
事
例
発
表

で
は
、一
企
業
で
実

施
す
る
よ
り
も
多

く
の
企
業
が
連
携

し
て
実
施
す
る
方

が
当
事
者
・
企
業
と

も
に
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、

企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
提
案
が

示
さ
れ
た
。こ
れ
に
共
感
す
る
企
業
も
出
て
お
り
、

後
日
、数
社
が
集
ま
っ
て
来
年
度
の
異
能
人
財
の

募
集
・
採
用
に
向
け
て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。今
後
は
企
業
だ
け
で
な
く
、支
援
機
関
・
大
学
・

行
政
な
ど
も
巻
き
込
み
な
が
ら
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
一
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
。職
親
マ
イ
ン
ド
の
具
体
的
実
践
事

例
の
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

13:00  開会挨拶 
13:20 講演 『 企業の思い・患者さんの思い』
 医療法人博友会 理事長 丸井 規博 様
  << 小休憩 >> 
14:30 事例発表 1 『 企業の現場から』 
 ● 異能人材の採用と活躍 
 ● 活躍のための環境づくり 
  オムロン株式会社 
  グローバル人財総務本部　宮地 功 様 
15:00  事例発表 2 『就労支援の現場から』 
 ● 企業実習の重要性
 ● ありがちな事例から学ぶ 
  就労支援センター アステップむろまち
  所長　大石 裕一郎 様 
  << 小休憩 >> 
15:50  グループワーク 
17:00  全体共有 
17:30  閉会挨拶 

program
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近
畿
・
北
陸
地
区

京
都
府

　京都では「好事例から学ぶワークショップ in 京都」第 3
回目を開催した。会場とオンライン参加のハイブリッド形
式で 57名（会場 34名・リモート23名）が参加した。
　今回のテーマは、「精神・発達障害のある方をいかに就
労につなげて戦力化するか、医療・福祉との連携をどのよ
うにすればよいかを事例を通して学び合う」というもの
だった。

in 京都府 京都市

開催日時
2022 年 12月 13日（火）
13:00-17:30

開催形式
会場 + web 配信

レポート
NPO法人 全国精神保健職親会
理事  谷垣 信也



話
題
提
供

平
出 

拓
也
氏 

（
福
岡
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー 

北
九
州

支
所  

障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　

出
生
数
が
減
り
、企
業
は
労
働
力
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。人
口
の
7.6
％
が
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
と

考
え
る
と
、社
会
の
中
で
共
に
働
く
こ
と
も
自
然
な

こ
と
で
あ
り
、「
で
き
る
こ
と
」に
目
を
向
け
、多
様

な
働
き
方
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、障
害
者
や
有
病
者
が
職
場
に
い
る
場
合

の
影
響
と
し
て
、「
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
職
場

内
で
見
直
す
き
か
っ
け
と
な
っ
た
」
と
感
じ
る
方

と
と
も
に「
仕
事
の
負
担
が
重
く
な
っ
た
」と
感
じ

る
方
も
多
く
、職
業
セ
ン
タ
ー
や
支
援
機
関
は
そ

こ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

事
例
発
表
で
は
、北
九
州
市
で
有
名
な
「
資
さ

ん
う
ど
ん
」
の
取
り
組
み
と
職
業
セ
ン
タ
ー
の
関

わ
り
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。雇
用
率
だ
け
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、企
業
理
念
で
あ
る「
幸
せ
を

一
杯
に
」を
も
と
に
障
害
者
雇
用
を
推
進
す
る「
は

た
ら
く
サ
ポ
ー
ト
室
」を
創
設
。現
在
は
、精
神
・
発

達
障
害
者
の
10
名
雇
用
を
実
現
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
企
業
側
と
し
て
、 

① 

現
場
任
せ
に
す
る

の
で
は
な
く
、本
社
（
人
事
）
が
主
体
的
に
か
か
わ

る
こ
と
② 

「
雇
用
率
」だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、個
々

人
の
「
働
き
甲
斐
や
キ
ャ
リ
ア
」
を
考
え
る
こ
と

③ 

普
段
の
何
気
な
い
会
話
や
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
な

手
法
（
給
与
明
細
、必
要
書
類
な
ど
）
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。

事
例
発
表
①

田
渕 

麻
紀
氏 

（
一
般
社
団
法
人
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
北
九

州  

支
援
員
）

　

本
事
業
所
は
、高
次
脳
機
能
障
害
・
発
達
障
害

に
特
化
し
た
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
運
営
し

て
い
る
。

　

実
習
～
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
～
就
職
の
流
れ
の
中
で
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ（
就
労
定
着
支
援
ソ
フ
ト
）の
活
用
や
業
務

上
や
生
活
面
の
課
題
を
共
に
整
理
す
る
こ
と
、ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
と
連
携
す
る
中
で
役
割
分
担
を
行
い
、企

業
側
へ
の
課
題
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が

定
着
に
繋
が
っ
た
。ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
入
る
こ
と
で
、

多
面
的
な
評
価
・
経
験
に
基
づ
く
適
切
な
助
言
を
受

け
て
、雇
用
主
だ
け
で
は
な
く
、本
人
や
支
援
者
も

安
心
し
て
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
例
発
表
②

石
井 

朱
實
氏 

（
株
式
会
社
フ
ジ
ケ
ア 

複
合
型
介
護
施

設 

都
の
杜  

管
理
者
）

　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
事
例
を
企
業
側
の
視

点
か
ら
発
表
し
た
。初
め
は
、ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者

（
お
客
様
）
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
が
懸
念
さ
れ

た
が
、自
身
で
障
害
状
況
説
明
書
を
作
成
し
て
お

り
、
自
己
理
解
と
他
者
へ
特
性
を
伝
え
る
力
も

持
っ
て
い
た
。ま
た
、そ
れ
以
上
に
真
面
目
に
ひ
た

む
き
に
努
力
す
る
姿
を
見
て
周
囲
の
理
解
が
進
ん

だ
。支
援
者
か
ら
の
助
言
や
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
体
制
が
あ
る
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、個
別
性
が

高
く
個
々
で
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
。会
社

側
の
努
力
と
合
わ
せ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
も
大
切
で
あ
る
。

・
支
援
機
関
の
役
割
と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
適

性
を
掴
み
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
こ
と
、本
人

と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

自
己
理
解
か
ら
相
手
に
伝
え
て
い
く
力
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
。支
援
者
と
し
て
見
え
た

課
題
や
配
慮
点
に
つ
い
て
は
、企
業
側
に
口
頭
だ

け
で
は
な
く
書
面
で
示
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

・
特
例
子
会
社
で
は
、障
害
者
同
士
の
理
解
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
る
。「
遠
慮
と

配
慮
は
違
う
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
。能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮

を
考
え
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

・
対
話
を
大
切
に
し
て
、即
戦
力
で
は
な
く
時
間
を

か
け
て
育
て
て
い
く
可
能
性
を
考
え
る
視
点
も

大
切
で
は
な
い
か
。

・
企
業
側
と
し
て
は
、本
人
の
課
題
や
特
性
に
つ

い
て
は
し
っ
か

り
伝
え
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い

る
。
後
か
ら
分

か
る
と
対
応

に
困
る
こ
と
が

多
い
。
支
援
者

側
に
は
企
業

の
思
い
を
知
る

事
や
聞
い
て
い

く
姿
勢
も
大

切
で
あ
る
。
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九
州
地
区

北
九
州

レポート
とりはた玄海園 就労センター
係長  為國 大

in  福岡県 北九州市

開催日時
2023 年 1 月 13日（金）
11:00-17:00

開催形式
会場 + web 配信

　「精神・発達障害のある方を戦力として受け入れ
るために」をテーマに、会場４グループ・オンライン
3グループの分かれ、どのような取り組みが望まれる
か ? を深める機会となった。
　様々な意見交換が活発に行われた今回の研修を
通じ、繋がりを大切にし、北九州でのネットワークを
広げていきたい。



ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

開
催
レ
ポ
ー
ト　
　
　

‐　
　
　

東  

北　
　
　

‐　
　
　

関  

東　
　
　

‐　
　
　

近  

畿　
　
　

‐　
　
　

九  

州　
　
　

‐

個
別
雇
用
相
談
会

　

精
神
・
発
達
障
害
者
を
雇
用
し
て
感
じ
た
悩
み

や
困
り
ご
と
、雇
用
を
検
討
す
る
上
で
知
り
た
い

こ
と
な
ど
の
相
談
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営
メ
ン

バ
ー
が
応
じ
る
企
画
だ
っ
た
。参
加
者
は
普
段
の

モ
ヤ
モ
ヤ
を
吐
き
出
し
、自
分
で
は
思
い
つ
か
な

い
ヒ
ン
ト
を
数
多
く
持
ち
帰
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う

だ
っ
た
。

行
政
報
告

「
福
岡
県
で
の
障
害
者
就
労
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」  

町
田 

由
紀
子
氏 

（
福
岡
県
福
祉
労
働
部  

障
が
い
福
祉
課  

課
長
補
佐
）

　

就
労
支
援
機
関
へ
の
支
援
施
策
と
し
て
、福
祉

事
業
所
の
受
注
力
強
化
と
発
注
拡
大
へ
の
取
り
組

み
、発
達
障
害
の
あ
る
人
へ
の
就
労
体
験
事
業
、農

福
連
携
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
な
ど
を
紹

介
い
た
だ
い
た
。

事
例
発
表
①

「
障
が
い
者
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
と
支

援
事
例
」  

大
野 

伸
太
郎
氏 

（
株
式
会
社
綜
合
キ
ャ

リ
ア
ト
ラ
ス
ト  

福
岡
事
業
所
長
）

　

障
害
者
雇
用
企
業
を
支
援
す
る
県
事
業
の
紹

介
。契
約
企
業
が
共
同
利
用
す
る
専
門
職
サ
ポ
ー

ト
付
き
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
「
こ
と
い
ろ
」
は
、

在
籍
企
業
に
戻
っ
た
当
事
者
の
勤
怠
が
安
定
し
、

利
用
す
る
当
事
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
自
然

発
生
し
て
い
る
と
の
報
告
だ
っ
た
。

事
例
発
表
②

「
I
C
T
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
障
害
者
雇
用
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」  

岩
﨑 

龍
太
郎
氏 

（
A
T
U
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
）　

　

除
外
率
適
用
の
警
備
業
で
同
業
他
社
に
雇
用

さ
れ
な
い
就
労
困
難
者
を
優
先
雇
用
し
な
が
ら
、

地
域
平
均
以
上
の
契
約
単
価
と
給
与
を
実
現
す

る
Ａ
Ｔ
Ｕ
社
。お
互
い
が
信
頼
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要
に
置
く
こ
と
で
、相
互
理
解
不

足
に
起
因
す
る
非
効
率
を
回
避
、利
益
率
も
上
が

る
と
の
こ
と
。そ
の
よ
う
な
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
か
か
る
手
間
の
効
率
化
に
I
C
T

（Inform
ation &

 Com
m

unication Technology

）

ツ
ー
ル
を
積
極
活
用
し
て
い
る
と
の
発
表
だ
っ

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
当
事
者
の
特
性
を
活
か
す
就
労
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
」

１ 
個
別
就
労
支
援
モ
デ
ル
と
支
援
ツ
ー
ル

倉
知 

延
章
氏
（
九
州
産
業
大
学 

人
間
科
学
部 

臨

床
心
理
学
科  

教
授
）

２ 

ク
ラ
ウ
ド
日
報
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て

中
川 

均
（
当
会  
理
事
長
）

３ 

テ
レ
ワ
ー
ク
型
雇
用
サ
ー
ビ
ス「
エ
ン
カ
ク
」 

に
つ
い
て

小
林 

鉄
郎
氏
（
株
式
会
社
D
&
I  

代
表
取
締
役
）

　

事
例
発
表
を
踏
ま
え
、ま
ず
倉
知
教
授
か
ら
就

労
支
援
の
基
本
原
則
、支
援
者
と
対
象
者
が
共
有

活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
の
必
要
性
と
、一
方
で
ツ
ー
ル

は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
、そ
れ
に
使
わ
れ

て
も
い
け
な
い
と
の
基
調
発
言
。そ
し
て
具
体
的

な
ツ
ー
ル
と
し
て
、当
会
か
ら
普
及
活
動
を
含
め

た
S
P
I
S
を
紹
介
、創
業
当
初
か
ら
在
宅
障
害

者
雇
用
を
支
援
し
て
き
た
D
&
I
社
か
ら
、テ
レ

ワ
ー
ク
支
援
シ
ス
テ
ム「
エ
ン
カ
ク
ク
ラ
ウ
ド
」の

開
発
背
景
や
機
能
、企
業
で
の
導
入
事
例
お
よ
び

自
治
体
の
連
携
事
例
を
紹
介
し
、総
合
討
論
へ
と

つ
な
が
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

県
内
外
の
企

業
所
属
や
支
援

専
門
職
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
背

景
の
参
加
者
を

交
え
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

違
っ
た
視
点
か

ら
の
学
び
や
意

見
交
換
の
場
と

な
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
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九
州
地
区

in 福岡県 福岡市

開催日時
2022 年 7月 20日（水）
11:00-17:15

開催形式
会場のみ

福
岡
県

　昨年度に引き続き2度目の開催となった今年度の
福岡ワークショップでは、「当事者の特性を活かす」
ことと「就労支援ツールの活用」をテーマに据えた。
また、本事業を通じた初めての試みとして「個別雇
用相談会」も同時開催した。

レポート
NPO法人 全国精神保健職親会 
主任コンサルタント  三原 卓司

 福岡県福祉労働部
 障がい福祉課　課長補佐

町田 由紀子 氏



［   

テ
ー
マ   

］

　

 

メ
ン
タ
ル
に
不
安
を
抱
え
る
青
少
年
の

　
 

未
来
を
拓
く  

地
域
連
携
を
考
え
る

基
調
講
演

「
児
童
・
青
年
期
の
精
神
保
健
を
理
解
す
る
た
め

に
知
っ
て
お
き
た
い
社
会
心
理
・
医
学
的
情
報
」

大
塚 

俊
弘
氏 
（
長
崎
県
病
院
企
業
団 

長
崎
県
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー  

院
長
）

・
ト
ラ
ウ
マ
体
験
は
そ
の
後
の
脳
機
能
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。

・
幼
児
期
に
養
育
者
の
適
切
な
関
わ
り
や
、安
全

な
環
境
が
な
い
と
、安
定
し
た
情
緒
や
他
人
を

信
用
し
て
協
調
で
き
る
等
と
い
っ
た
社
会
的
な

行
動
を
維
持
で
き
る
神
経
回
路
が
十
分
に
発

達
し
な
い
。

・
虐
待
等
の
た
め
安
全
が
保
障
さ
れ
な
い
環
境
で

育
つ
と
、戦
う
・
逃
げ
る
な
ど
ト
ラ
ウ
マ（
心
的

外
傷
）
に
対
す
る
機
能
を
司
る
脳
幹
が
刺
激
さ

れ
、何
ら
か
の
生
物
学
的
問
題
が
生
じ
る
た
め

に
、社
会
的
な
行
動
を
維
持
で
き
る
神
経
回
路

の
形
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

・
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で
子
ど
も
へ
の
影
響

が
最
も
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、嗜
癖
行
動

（
依
存
・
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
。子
ど
も
は
両
親
の

い
さ
か
い
に
巻
き
込
ま
れ
、小
さ
い
頃
か
ら
親
に

十
分
甘
え
た
り
の
び
の
び
遊
ぶ
機
会
が
与
え
ら

れ
ず
、い
つ
も
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
な
る
。

・
ト
ラ
ウ
マ
は
自
我
や
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
た

め
、自
身
や
希
望
が
失
わ
れ
、そ
の
結
果
と
し
て

新
た
な
外
傷
に
対
す
る
傷
つ
き
や
す
さ
を
増
大

す
る
。打
た
れ
強
く
な
る
の
で
は
な
く
、打
た
れ

弱
く
な
る
。

事
例
報
告

① 

田
川 

雅
浩
氏 

（
医
療
法
人
友
愛
会 

田
川
療
養
所  

院
長
）

・
豊
か
な
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、デ

イ
ケ
ア
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に

フ
ッ
ト
サ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

と
ア
ン
チ
ス
テ
ィ
グ
マ
。

・
第
１
回
全
国
大
会
。九
州
か
ら
は
長
崎
の
メ
ン

バ
ー
が
出
場
。参
加
メ
ン
バ
ー
は
顔
出
し
が
ル
ー

ル
で
入
会
し
て
い
る
。（
九
州
で
は
敵
な
し
だ

が
、全
国
の
壁
は
ま
だ
厚
い
。）

・
フ
ッ
ト
サ
ル
活
動
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
元
気
を

取
り
戻
し
て
い
っ
た
人
も
い
た
。就
労
す
る
に

あ
た
っ
て
の
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
も
ス
ポ
ー

ツ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

・
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
で
地
域
の
中
で
生
活
し
や

す
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

② 

池
田 
浩
之
氏 

（
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院 

学
校
教

育
研
究
科  
助
教
／
N
P
O
法
人 

大
阪
精
神
障
害
者
就

労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
地
域
・
企
業
連
携
事
業
部  

主
任
）

・
就
労
支
援
に
お
い
て
専
門
性
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
よ
り
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

《
マ
イ
ン
ド
》
●

な
ぜ
支
援
が
必
要
な
の
か
？　

（
知
識
・
社
会
情
勢
・
社
会
福
祉
と
し
て
の
視

点
）
●

当
事
者
は
ど
の
よ
う
な
思
い
や
目
標
が

あ
る
の
か
？ 

●

働
く
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
？　

（
支
援
の
方
向
性
・
思
い
・
概
念
）

《
フ
ィ
ジ
カ
ル
》
●

自
分
の
体
調
の
把
握
、維
持

（
身
体
・
認
知
） 

●

自
身
の
支
援
法
の
長
所
短

所
の
把
握
と
改
善 

●

支
援
実
施
者
の
安
定
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

《
テ
ク
ニ
ッ
ク
》
●

ミ
ク
ロ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：

就
労
支
援
環
境
に
適
応
さ
せ
た
理
論
や
介
入
法

（
認
知
行
動
法
）（
応
用
行
動
分
析
） 

●

メ
ゾ
的

ア
プ
ロ
ー
チ
：
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
チ
ー

ム
や
所
属
組
織
の
適
応
・
改
変 

●

マ
ク
ロ
的
ア

プ
ロ
ー
チ
：
地
域
や
国
の
体
制
・
制
度
の
適
応
、

改
変
、支
援
の
技
術
の
３
本
柱
が
大
切
で
あ
る
。

③ 

野
口 

弘
行
氏 

（
長
崎
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー  

所
長
）

・
自
立
・
安
定
し
た
職
業
生
活
の
実
現
と
継
続
の

た
め
に
は
、

【
１
】
何
の
た
め
に
働
く
か 

【
２
】コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル 

【
３
】
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
る

（
得
意
・
苦
手
を
認
識
す
る
） 【
４
】
仕
事
の
適
性

マ
ッ
チ
ン
グ 

【
５
】
制
度
の
有
効
活
用
（
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
支
援
な
ど
） 【
６
】
良
き
相
談
者
の
存
在 

【
７
】
生
活
の
安
定 

【
８
】
余
暇
の
充
実

就
職
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、働
き
続
け
る
こ
と
、

職
場
定
着
を
見
据
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

総
合
討
論
・
質
疑
・
応
答
な
ど

　

内
容
は
国
の
地
域
移
行
事
業
を
促
進
さ
せ
る

論
点
で
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

13

九
州
地
区

長
崎
県

　長崎は諫早市から会場＋web配信で開催された。
始めに中川理事長より NPO法人全国精神保健職
親会についての説明があり、基調講演事例報告、
総合討論、質疑応答と続いた。
　今回は長崎初開催ということで、就労に関する県
内窓口100カ所以上にチラシを配布・掲示・回覧、
17団体からの後援名義と、県教育委員会より県内
高等学校・特別支援学校へ周知協力をいただいた。 
また、当日は地元新聞社からの取材も受けた。

in  長崎県 諫早市

開催日時
2022 年 11月 12日（金）
13:30-17:00

開催形式
会場 + web 配信

レポート
長崎キャリア支援センター
代表  峰松 弘子
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株式会社障がい者つくし更生会
事務所 福岡県大野城市上大利 5-15-28
 092-596-7673
工　場 福岡県春日市春日公園 6-2
 春日大野城リサイクルプラザ内
 092-595-7068
　 https://yoshiippo-kouseikai.com/

事業：不燃性一般廃棄物中間処理施設
運転・管理等（春日大野城衛生施設組
合  資源回収センター運転業務受託）
資格所有者：29 名

（障がい者 23 名、 健常者 6 名）
ごみ処理施設技術管理者、 最終処分場
技術管理者、 安全衛生推進者、 危険
物取扱い者、 防火管理者、 車輌系建設
機械、 フォークリフト、 クレーン、 ISO
内部監査員、 障害者職業生活相談員 他

社員構成：総数  37 名
（障がい者  32 名　健常者  5 名）

障がい内訳：知的  5 名、 精神  12 名、
聴覚  3 名、 上肢  3 名、 下肢  8 名、
内部  1 名、 うち 重度障がい者  5 名
障がい者雇用率：86.5％
法定雇用率：100.0％（令和 3 年 2月 現在）

設立：昭和 59 年 3 月

探訪 !ジョブサイト

一人一人の能力を生かしきる

企業を訪ねて

　株式会社障がい者つくし更生会は、九州最大のターミナ
ル、博多駅から電車で 15 分ほどの郊外にある不燃性一般
廃棄物中間処理業を運営する会社です。設立趣旨で「障
がい者が自ら雇用の場を創造・開拓し、以って障がい者の
自立更生を図る」ことを謳ったこの会社で、専務取締役の
那波和夫さんは、就労支援の福祉専門職でもなかなかここ
まではできないだろうというきめ細かさで、従業員の一人ひ
とりへの声掛けと適性に応じた指導を行っていました。

障害者雇用促進法  第五条
（ 事業主の責務 ）

　すべて事業主は、障害者の雇用に関し、
社会連帯の理念に基づき、障害者である
労働者が有為な職業人として自立しようと
する努力に対して協力する責務を有するも
のであつて、その有する能力を正当に評
価し、適当な雇用の場を与えるとともに適
正な雇用管理を行うことによりその雇用の
安定を図るように努めなければならない。

　

日
本
の
障
害
者
雇
用
施
策
は
目
標
水
準
で

あ
る
法
定
雇
用
率
と
表
裏
一
体
で
運
用
さ
れ

て
お
り
、
障
害
者
雇
用
が
進
展
す
る
た
び
に

法
定
雇
用
率
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
結
果
、
雇
用
率
を
満

た
す
数
合
わ
せ
の
よ
う
な
雇
用
の
存
在
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法
的
義
務
や

社
会
貢
献
、
C
S
R
な
ど
の
大
義
名
分
で
行

わ
れ
る
障
害
者
雇
用
は
、
本
当
に
障
害
者
で

あ
る
労
働
者
の
「
能
力
を
正
当
に
評
価
し
」、

「
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
て
」
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
何
よ
り
「
数
合
わ
せ
」
で
雇
用

さ
れ
た
障
害
者
は
、
尊
厳
を
持
っ
て
働
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
２
社
は
、
法
定
雇
用
率

制
度
の
下
で
は
障
害
者
の
雇
用
義
務
の
無
い

従
業
員
数
43

・5
人
未
満
の
中
小
企
業
で
す
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
会
社
も
障
害
を
持
つ
社

員
が
得
意
と
す
る
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
職

場
の
重
要
な
戦
力
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務

を
遂
行
し
て
い
ま
し
た
。

interview 

01品質は業界トップレベルを誇り、品質は業界トップレベルを誇り、
就労定着率は 100％就労定着率は 100％

株式会社障がい者つくし更生会株式会社障がい者つくし更生会

専務取締役  那波 和夫さん

取 材／本文・太田 裕子



● 
一
般
廃
棄
物
の
処
理
場
を
見
学
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。

　

行
政
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
運

営
し
て
お
り
、
春
日
市
と
大
野
城

市
の
不
燃
性
廃
棄
物
が
運
ば
れ
て

き
ま
す
。
両
市
で
は
不
燃
性
廃

棄
物
は
、
①
ビ
ン
・
缶
、
②
金
属

な
ど
袋
に
入
る
ゴ
ミ
（
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
爆
発
し
や
す
い
物
を
含

む
）、
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
白
色
ト

レ
ー
、
④
蛍
光
管
と
電
池
、
⑤

金
属
な
ど
袋
に
入
ら
な
い
粗
大
ゴ

ミ
の
５
種
類
に
分
別
し
て
回
収
さ

れ
ま
す
。
当
社
で
こ
れ
ら
の
中
身

を
す
べ
て
仕
分
け
し
、適
切
な
ル
ー

ト
に
流
し
て
い
き
ま
す
。

● 

仕
分
け
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
手

で
選
別
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。

　

大
き
な
ピ
ッ
ト
が
二
つ
見
え
る

で
し
ょ
う
。
右
側
の
ピ
ッ
ト
は
破

砕
機
に
入
れ
る
前
の
粗
大
ゴ
ミ

で
、
爆
発
す
る
危
険
の
あ
る
も
の

は
す
べ
て
社
員
が
手
選
別
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
破
砕
機
に
か
け

て
も
安
全
な
も
の
だ

け
が
左
側
の
ピ
ッ
ト

に
入
り
ま
す
。
手
選

別
は
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
重
要
な
過
程
に

な
り
ま
す
。「
選
別

班
」
と
呼
ば
れ
る
部

署
が
い
く
つ
か
あ
り
、

そ
こ
で
手
分
け
し
て

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

社
員
さ
ん
は
全
員

で
何
名
で
す
か
？

　

37
名
で
す
。
う
ち

障
が
い
者
が
32
名
。

障
が
い
の
内
訳
は
、

知
的
５
名
・
精
神
13 

名
・
聴
覚
３
名
・
上

肢
３
名
・
下
肢
７

名
・
内
部
１
名
で
す
。

● 

雇
用
率
が
な
ん
と
、
86
・
５
％
。

　

私
を
含
め
た
６
名
の
健
常
者

の
方
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
す
。
こ

う
い
っ
た
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
に
は
、

社
員
に
も
い
く
つ
か
の
資
格
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
当
社
で
は
障
が

い
の
有
無
で
資
格
取
得
を
分
け
て

い
ま
せ
ん
。
30
名
（
う
ち
障
が
い

者
24
名
）
が
、「
ご
み
処
理
施
設

技
術
管
理
者
」
「
危
険
物
取
扱

者
」
「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
「
こ
の
資

格
を
取
り
た
い
」
と
希
望
す
る
方

や
、
資
格
を
持
っ
て
入
社
し
て
く

る
方
。
反
対
に
「
取
っ
て
も
い
い

ん
で
す
か
？
」
と
遠
慮
気
味
な
方

も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。
あ

と
は
会
社
と
し
て
平
成
17
年
に

ISO
14001

の
認
証
も
取
得
し
て

い
ま
す
。

● 
認
証
取
得
は
大
変
だ
っ
た
の
で

は
？

　

年
に
一
度
、
外
部
か
ら
審
査
に

来
ら
れ
ま
す
が
、「
こ
ち
ら
の
社

員
さ
ん
は
、
皆
が
こ
の
会
社
を
良

く
し
よ
う
と
思
っ
て
働
い
て
お
ら

れ
ま
す
よ
ね
」
と
驚
か
れ
ま
す
。

い
ろ
ん
な
会
社
の
審
査
を
し
て
い

る
方
た
ち
が
、「
ど
う
や
っ
た
ら

そ
う
な
れ
る
ん
で
す
か
？
」
と
質

問
さ
れ
ま
す
。
外
部
へ
の
ア
ピ
ー

ル
の
た
め
に
認
証
を
取
得
す
る
会

社
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
当
社
は

I
S
O
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
方
が
社
員
が
成
長

す
る
と
い
う
観
点
で
取
得
し
ま
し

た
。「
ま
さ
し
く
本
来
の
I
S
O

の
在
り
方
で
す
」と
言
わ
れ
ま
す
。

● 

あ
く
ま
で
会
社
を
良
く
す
る
た

め
。

　

内
部
監
査
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
が
、
昔
は
お
互
い
の
部
署
同
士

を
見
張
り
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
き

合
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
何
の
た
め
に
内
部
監
査

を
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、「
会

社
を
良
く
す
る
た
め
に
提
案
し
て

い
る
ん
で
す
よ
。
文
句
を
言
う
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
相
手
が
受
け

止
め
や
す
い
よ
う
な
言
葉
を
選
ん

で
ね
。
言
わ
れ
た
側
も
、『
気
付

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
い

う
気
持
ち
で
聞
こ
う
ね
」
と
、
何

年
も
か
け
て
伝
え
続
け
ま
し
た
。

● 

結
果
、
実
際
に
会
社
が
良
く
な

る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り

ま
す
ね
。

　

そ
の
感
覚
が
な
い
と
、
会
社
が

存
続
し
て
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

ど
ん
な
業
種
で
も
同
じ
で
す
。
私

は
28
年
前
に
こ
の
会
社
に
来
る
前

は
、
東
京
で
営
業
職
を
し
て
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
障
が
い
福
祉
の

世
界
を
一
切
知
ら
ず
、
こ
こ
に
来

ま
し
た
。
先
輩
が
障
が
い
者
の
方

ば
か
り
と
い
う
環
境
は
、
な
か
な

か
経
験
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
最
初
は
と
て
も
戸
惑
い
ま

し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
コ
ツ
コ
ツ

と
仕
事
に
向
き
合
う
姿
勢
を
見

て
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
反

対
に
、
年
上
の
先
輩
で
あ
り
な
が

ら
、
も
の
ご
と
を
全
然
わ
か
っ
て

な
い
な
ぁ
、
と
び
っ
く
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
障
が

い
の
あ
る
人
た
ち
が
、
同
じ
く
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
こ
と
を
理

解
し
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
事
例

も
度
々
目
に
し
ま
し
た
。

● 

相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

し
な
い
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な

り
ま
す
ね
。

　

で
も
、
健
常
者
も
障
が
い
者
も

同
じ
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
だ
い

た
い
人
間
と
い
う
の
は
、
自
分
の

こ
と
を
わ
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
も
の
。
自
分
だ
っ

て
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
気
付
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
ず
は
相
手
を
知
ろ
う
と
い
う
姿

勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

● 

障
が
い
福
祉
の
世
界
を
知
ら
な

か
っ
た
那
波
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
気

付
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
と
関

わ
っ
た
こ
と
で
、
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
仕
事
の
能
力
が
高

く
て
も
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い

雇
用
率
86
・
５
％

健
常
者
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

15
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分別は全て手作業で行う



な
い
人
た
ち
が
多
い
と
、
経
営
の

成
果
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
自
分

は
福
祉
の
勉
強
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
な
ん
で
こ
う
な
る

ん
だ
ろ
う
？
と
た
く
さ
ん
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

28
年
間
が
、
気
付
き
の
積
み
重

ね
で
す
ね
。

　

毎
日
何
か
し
ら
あ
り
ま
す
。
そ

も
そ
も
創
業
者
で
あ
る
小
早
川
が

人
格
者
で
し
た
。
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
人
に

優
し
く
、
自
分
に
厳
し
く
」
と
い

う
先
代
に
見
守
ら
れ
る
中
で
、
気

付
き
を
得
て
き
ま
し
た
。
小
早
川

は
戦
争
を
体
験
し
、
シ
ベ
リ
ア
で

の
抑
留
を
経
験
し
た
方
で
す
。
言

葉
や
行
動
の
次
元
も
覚
悟
も
違
い

ま
し
た
。

● 

窓
の
向
こ
う
に
見
え
る
砂
山
の

よ
う
な
も
の
は
何
で
す
か
？

　

あ
れ
は
、
最
終
処
分
場
と
し
て

ゴ
ミ
を
埋
め
立
て
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
砂
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

粉
砕
し
た
不
燃
物
廃
棄
物
で
す
。

こ
こ
に
現
物
が
あ
り
ま
す
が
、
手

で
触
っ
て
も
無
害
で
す
。
成
分
検

査
の
結
果
、
日
本
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
質
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

社
は
こ
う
い
っ
た
ニ
ッ
チ
な
分
野

で
、
日
本
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
も
の

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

● 

社
員
さ
ん
た
ち
が
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
を
体
現
し
て
い
る
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
、
と

て
も
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
単
に

仕
事
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
の
仕
事
が
ど
う
い
う
結
果

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
実
感
が
持
て

る
ん
で
す
。
最
近
世
間
で
は
コ
ツ

コ
ツ
作
業
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
人

が
多
い
。
こ
れ
は
当
社
に
と
っ
て

逆
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

● 

コ
ツ
コ
ツ
で
き
る
人
が
多
い
の

は
、
会
社
の
強
み
で
す
。

　

当
社
の
社
員
は
、
コ
ツ
コ
ツ
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
環
境
の
分

野
は
地
道
な
積
み
重
ね
が
生
き
て

く
る
業
務
が
多
い
の
で
、
年
月
が

経
て
ば
経
つ
ほ
ど
差
が
出
て
き
ま

す
。
最
初
に
人
の
手
で
き
ち
ん
と

選
別
す
る
か
ら
こ
そ
機
械
も
壊
れ

に
く
く
な
り
、
無
駄
な
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
粉
砕

し
た
後
の
も
の
も
綺
麗
で
す
。
私

た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
価
値
観
を

お
客
様
で
あ
る
行
政
に
伝
え
続
け

て
い
ま
す
。

● 

行
政
か
ら
の
評
価
は
い
か
が
で

す
か
？

　

お
陰
様
で
１
年
ご
と
の
契
約
を

毎
年
更
新
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

あ
え
て
１
年
契
約
に
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。
切
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ

で
も
切
れ
る
契
約
で
す
。
先
方
か

ら
複
数
年
契
約
の
ご
提
案
を
頂
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
断
り

し
ま
し
た
。
面
倒
だ
け
ど
１
年
ご

と
に
当
社
を
精
査
し
て
頂
い
た
ほ

う
が
、
レ
ベ
ル
が
落
ち
ま
せ
ん
。
一

度
下
が
っ
た
も
の
を
上
げ
る
ほ
う

が
、
よ
っ
ぽ
ど
大
変
な
ん
で
す
。

行
政
の
担
当
者
も
、
例
え
ば
５
年

先
だ
と
、
異
動
な
ど
で
別
の
方
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
引
き
継
ぎ
も
難
し
く
な
る

は
ず
で
す
。

● 

そ
れ
を
40
年
近
く
積
み
重
ね
て

こ
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

　

は
い
。
当
社
に
は
コ
ロ
ナ
前
の

２
０
１
９
年
に
は
約
８
６
０
名
の

方
が
見
学
に
来
ら
れ
た
の
で
す

が
、
分
か
り
や
す
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
な
い
会
社
で
す
か
ら
、
会

社
そ
の
も
の
を
見
た
い
と
訪
ね
て

き
て
下
さ
る
方
ば
か
り
で
す
。
福

祉
・
教
育
・
医
療
関
係
者
、
保
護

者
、
行
政
、
同
業
者
や
異
業
種
の

企
業
経
営
者
、
研
究
者
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
来
ら
れ
ま

す
。

● 

ど
う
い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
で
す
か
？

　
「
仕
組
み
を
知
り
た
い
」
「
ど

う
し
て
こ
う
な
る
の
か
教
え
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
会
社
の

考
え
方
や
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん

な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
。
皆
さ

ま
の
興
味
や
関
心
は
こ
の
辺
り
に

集
中
し
て
い
ま
す
。

● 

見
学
し
て
い
て
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
従
業
員
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
さ
で
す
。

　

定
着
率
は
１
０
０
％
で
す
。
従

業
員
全
員
が
「
こ
の
会
社
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
。
個
人
的
な
仕
方
な
い
事
情
で

退
職
さ
れ
る
方
は
い
ま
す
が
、
会

社
が
嫌
で
辞
め
る
方
は
い
ま
せ
ん
。

実
は
私
が
入
社
し
て
１
年
経
っ

た
時
に
労
災
事
故
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
世
間
か
ら
は
「
障
が
い
者
に

仕
事
を
さ
せ
る
か
ら
だ
」
と
言
っ

た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
会
社
は
も
う
潰
れ
た
な
と
悲

観
し
ま
し
た
。
調
査
員
が
会
社
に

来
る
の
で
す
が
、
先
代
の
小
早
川

は
従
業
員
に
対
し
て
「
好
き
な
よ

う
に
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
言
い

な
さ
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
労
災

事
故
が
あ
る
と
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
会
社
へ
の
不
平
不
満
が
出
る

の
が
世
の
常
で
す
。
し
か
し
、
従

業
員
た
ち
は
「
事
故
は
自
分
た
ち

の
責
任
で
す
」
と
口
を
揃
え
ま
し

た
。

● 

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
日
本
で

い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
４
」

（
坂
本
光
司
著
）
で
拝
読
し
、
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
績
は

一
人
ひ
と
り
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
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そ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
社

内
で
安
全
衛
生
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。自
分
た
ち
で
考
え
、

判
断
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り
始

め
ま
し
た
。
と
て
も
大
変
な
こ
と

で
し
た
が
、
そ
の
後
27
年
間
、
無

事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。

● 

住
宅
地
が
す
ぐ
目
の
前
に
見
え

ま
す
。
こ
れ
だ
け
民
家
に
隣
接
し
た

廃
棄
物
処
理
施
設
は
め
ず
ら
し
い
の

で
は
？

　

は
い
。
多
く
の
処
理
施
設
は
苦

情
が
出
に
く
い
よ
う
、
住
宅
地
か

ら
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
当
施
設
で
は
苦
情
を
受
け

た
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
民

家
が
近
く
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
に
応
じ
た
仕
事
が
で
き
る
。
私

た
ち
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
、
都

合
が
い
い
。

● 

都
合
が
い
い
？

　

周
り
に
何
も
な
い
と
、
人
間
は

少
々
手
を
抜
い
て
も
バ
レ
な
い
と
考

え
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
い

う
考
え
方
が
、
従
業
員
の
仕
事
ぶ

り
の
ど
こ
か
に
表
れ
る
。
単
に
ル
ー

ル
を
決
め
る
よ
り
も
、
民
家
が

目
の
前
に
あ
る
か
ら
、
と
い
う
事

実
の
方
が
意
識
を
高
め
て
く
れ
ま

す
。
す
べ
て
の
条
件
を
当
社
が
成

長
す
る
た
め
の
材
料
に
す
る
ん
で

す
。

● 

そ
う
い
っ
た
発
想
は
、
那
波
さ
ん

主
導
で
社
内
に
浸
透
さ
せ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

は
い
。
人
間
っ
て
解
釈
の
仕
方

一
つ
で
変
わ
れ
る
。
私
も
そ
う
自

分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
言
葉
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
の
わ
か

り
や
す
さ
と
は
ど
の
よ
う
な
表
現

か
を
考
え
て
工
夫
す
る
。
ル
ー
ル

で
は
な
く
、「
本
質
的
に
ど
う
な

の
か
？
誰
の
た
め
に
良
い
の
か
？
」

と
い
う
価
値
基
準
で
説
明
し
ま

す
。

● 

先
ほ
ど
、
第
二
選
別
班
の
従
業

員
さ
ん
が
ビ
ン
・
缶
を
手
選
別
さ
れ

て
い
る
現
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
何
の
た
め
に
選
別
を
し
て
い

る
の
か
を
理
解
し
て
お
ら
れ
る
か
ら

こ
そ
の
、
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
だ
と
実

感
し
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
「
や
り
た
い
」
と

思
う
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な

い
。
だ
け
ど
、「
や
る
必
要
が
あ

る
仕
事
だ
」
と
従
業
員
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域

の
環
境
の
た
め
に
、
あ
え
て
や
る
。

何
の
役
に
立
つ
か
を
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
目
の
前
の
仕
事
に
真
摯
に

向
き
合
え
る
。
一
人
ひ
と
り
の
納

得
感
の
積
み
重
ね
が
、
職
場
の
安

心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
会
社

の
価
値
や
文
化
・
風
土
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

● 

説
明
を
し
て
下
さ
っ
た
従
業
員

の
方
々
も
、
見
学
者
で
あ
る
私
た
ち

に
「
何
の
た
め
に
」
説
明
を
し
て
い

る
か
、
理
解
し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
と
て
も
い
い
顔
を
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

他
の
現
場
で
も
、
現
場
の
従
業

員
が
説
明
し
て
い
ま
す
。
日
本
全

国
に
当
社
の
よ
う
な
破
砕
機
を

持
つ
処
理
施
設
は
６
０
０
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
担
当
の
方
な
ど
が
、「
大
規
模

な
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い

の
は
、
こ
の
施
設
く
ら
い
で
す
よ
」

「
こ
ん
な
に
綺
麗
な
機
械
は
初
め

て
見
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
機
械
自
体
の
清
掃
も
、
従
業

員
が
す
べ
て
お
こ
な
い
ま
す
。

● 

一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
高
さ
が
事

故
を
防
い
で
い
る
。

　

見
学
に
来
た
方
々
に
、
私
は
最

後
に
問
い
か
け
ま
す
。「
障
が
い

者
が
集
ま
っ
た
会
社
で
、
こ
こ
ま

で
の
品
質
価
値
を
提
供
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
？
」
と
。
多

く
の
方
か
ら
は
「
で
き
る
と
思
っ

て
い
な
か
っ
た
」
と
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
す
。
私
は
「
何
が
あ
な

た
を
『
で
き
な
い
』
と
思
わ
せ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と

尋
ね
、
考
え
て
頂
き
ま
す
。
す
る

と
見
学
後
は
「
な
ん
で
で
き
る
ん

だ
ろ
う
？
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

● 

こ
の
問
い
か
け
は
、
す
べ
て
の
立

場
の
見
学
者
の
転
機
と
な
る
気
が
し

ま
す
。

　
「
で
き
る
」
と
思
っ
て
い
る
人

が
障
が
い
者
の
方
に
指
導
す
る
の

と
、「
で
き
な
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
が
指
導
す
る
の
と
で
は
、

ど
ち
ら
が
伸
び
る
で
し
ょ
う
か
？　

付
け
加
え
る
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が

上
手
な
人
が
指
導
す

る
の
と
、
下
手
な
人

が
指
導
す
る
の
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？　

一
生
懸
命
に
関
わ
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
当
事
者
に
合
わ

な
い
一
生
懸
命
で
あ
れ

ば
、双
方
が
し
ん
ど
い
。

お
節
介
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
が
、
単
に
見

学
し
た
だ
け
で
は
わ

か
っ
た
気
に
な
っ
て
し

ま
い
、
そ
こ
ま
で
考
え

な
い
と
思
う
ん
で
す
。

● 
見
学
者
が
気
付
き
考

え
た
こ
と
を
、
そ
の
後

の
障
が
い
者
と
の
関
わ
り
や
仕
事
で

生
か
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
御
社

は
、日
本
全
国
に
た
く
さ
ん
の
「
種
」

を
撒
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

異
業
種
で
も
、
見
学
後
に
障
が

い
者
雇
用
を
積
極
的
に
お
こ
な
う

会
社
を
設
立
さ
れ
、
当
社
の
理
念

も
参
考
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
企

業
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
内
で
は

障
が
い
者
雇
用
で
独
自
の
カ
ラ
ー

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
企
業
も
多
く
、

お
互
い
に
意
識
し
合
い
な
が
ら
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

見
学
者
の
気
付
き
が

全
国
に
多
く
の
種
を
撒
く

探訪 !ジョブサイト
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● 

こ
こ
「
九
条
湯
」
で
は
、
日
替

わ
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
が
ラ
ン
チ

営
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
﨑
　
我
々
は
毎
週
水
曜
日
に
、

畑
で
獲
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
盛
り

込
ん
だ
週
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
12
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
１
年
以
上
が
経

ち
ま
す
。
毎
週
通
っ
て
下
さ
る
ご

近
所
の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

● 

水
曜
日
は
石
﨑
さ
ん
も
、
こ
ち

ら
で
接
客
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

石
﨑
　
は
い
。
私
も
毎
週
来
て
い

ま
す
。
料
理
は
農
業
仲
間
で
元

調
理
師
の
旧
友
が
手
掛
け
て
い
ま

す
。
も
う
一
人
デ
ザ
ー
ト
担
当
が

お
り
ま
し
て
、「
タ
ヅ
の
気
ま
ぐ

れ
デ
ザ
ー
ト
」
を
提
供
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

● 

水
曜
日
以
外
は
、
畑
に
出
て
お

ら
れ
ま
す
。

石
﨑
　
京
都
市
か
ら
そ
う
遠
く
な

い
郊
外
の
久
御
山
町
に
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
畑
が
あ
り
ま
す
。
京
都
の
伝

統
野
菜
で
あ
る
九
条
ネ
ギ
を
中
心

に
、
賀
茂
ナ
ス
、
聖
護
院
カ
ブ
、

ふ
わ
と
ろ
長
ナ
ス
、
カ
ラ
フ
ル
人

参
、
オ
ク
ラ
、
ス
イ
カ
な
ど
20
種

お
客
様
と
の
距
離
が
近
い

都
市
近
郊
農
業
プ
ラ
ス
α
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 京都府久世郡久御山町西一口新道北46
 （くせぐん・くみやまちょう・にしいもあらい・ 
 　しんみちきた 46 ）
 075-682-8622
 https://www.shinyasai.kyoto/

事業：京都市伏見区 向島・淀、 久世郡
久御山町の巨椋池干拓地周辺で九条ね
ぎ・聖護院大根・金時人参等の京野菜を
中心に多品目の野菜を栽培。 京都大学
と京都市が開発した新しい野菜（新京野
菜）の栽培。 野菜を使った加工食品開
発。
役員：２名　従業員：４名
創業：2017 年 4月　設立：2022 年 4月
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類
以
上
の
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
伝
統
野
菜
の
み
な
ら
ず
、「
新

京
野
菜
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
野

菜
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

● 
「
新
京
野
菜
」
と
は
？

石
﨑
　
京
都
市
と
京
都
大
学
が
共

同
で
開
発
し
た
、
み
ず
き
菜
や
京

ラ
フ
ラ
ン
と
い
っ
た
変
わ
り
種
の

野
菜
で
す
。
私
は
農
業
を
始
め
て

法
人
化
す
る
前
か
ら
「
し
ん
や
さ

い
」
の
屋
号
を
名
乗
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
あ
る
時
「
新
京
野
菜
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
知
り
ま
し

た
。
当
社
に
打
っ
て
つ
け
の
野
菜

だ
と
直
感
し
、「
ど
う
や
っ
た
ら

新
京
野
菜
を
作
ら
せ
て
も
ら
え
ま

す
か
？
」
と
京
都
市
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
ま
し
た
。

● 

野
菜
の
出
荷
先
は
？

石
﨑
　
九
条
ネ
ギ
は
、
カ
ッ
ト
ネ

ギ
や
袋
詰
め
の
加
工
場
に
出
荷
し

ま
す
。
そ
の
他
は
飲
食
店
に
直
接

卸
す
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
地
域
の
マ
ル
シ
ェ
に
参
加

し
て
、
お
客
様
に
直
接
販
売
す
る

機
会
も
増
え
ま
し
た
。
一
般
的
な

農
家
と
異
な
り
、
市
場
や
農
協

な
ど
へ
の
出
荷
は
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
料
理
人
の
方
や

お
客
様
の
顔
が
見
え

る
こ
と
は
、
生
産
者

と
し
て
と
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
「
し

ん
や
さ
い
さ
ん
が
育

て
た
野
菜
を
使
っ
た

〇
〇
」
と
メ
ニ
ュ
ー
名

に
し
て
下
さ
っ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

● 

「
九
条
湯
」
で
も

販
売
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

石
﨑
　
毎
月
第
３
土

曜
日
に
「
も
っ
た
い

な
い
マ
ル
シ
ェ
」
と
い

う
名
で
、
規
格
外
の

野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
方
が
買
い
に
来
て
下
さ
い
ま
す
。

フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
学
生
さ
ん
達
と
も
繋
が
り
が

生
ま
れ
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
マ

ル
シ
ェ
に
野
菜
を
提
供
す
る
機
会

も
あ
り
ま
し
た
。

● 

従
来
の
農
業
の
ス
タ
イ
ル
だ
け

で
は
生
ま
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
繋

が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

石
﨑
　
い
ろ
ん
な
方
と
こ
こ
で
出

会
い
ま
し
た
。
都
市
圏
か
ら
離
れ

た
場
所
で
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
は
、
販
路
が
少
な
く
農
協
頼

み
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
。
し
か
し
我
々
の
よ
う

な
都
市
近
郊
で
あ
れ
ば
、
販
路
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

● 

石
﨑
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？

石
﨑
　
私
は
以
前
、
警
備
会
社
で 

16
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。
農
業

に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

結
婚
し
た
妻
の
実
家
が
米
の
専
業

農
家
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
元
々
体
を

動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
手
伝
っ
て

い
る
う
ち
に
「
自
分
は
こ
う
い
う 

仕
事
が
し
た
か
っ
た
ん
だ
。
な
く

て
は
な
ら
な
い
仕
事
だ
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
合
っ
た
や
り
方
で
や
っ

て
い
き
た
い
。」
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
期
に

東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
食
べ
物

の
大
切
さ
や
安
全
性
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
を
継

ご
う
と
思
い
、
京
都
府
立
農
業
大

学
校
で
研
修
を
受
け
た
の
で
す
が
、

い
ざ
義
父
に
意
志
を
伝
え
る
と
大

反
対
さ
れ
ま
し
た
。「
夫
婦
二
人

で
来
ら
れ
て
も
、
生
活
で
き
る
だ

け
の
給
料
は
渡
さ
れ
へ
ん
で
」
と
。

そ
こ
で
京
都
府
の
「
農
林
水
産
業

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
に
相
談
し
、
紹
介

を
受
け
た
農
業
法
人
で
４
年
３
ヶ

月
間
修
行
。
よ
う
や
く
農
地
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
２
０
１
７
年

４
月
に
独
立
し
ま
し
た
。

● 

株
式
会
社
と
い
う
形
態
に
さ
れ

た
理
由
は
？

石
﨑
　
最
初
は
個
人
事
業
主
と
し

て
一
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す

が
、
い
ろ
ん
な
方
が
一
緒
に
働
い
て

く
れ
る
中
で
、「
人
手
っ
て
大
事

だ
な
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
長
く
働
い
て
も
ら
う

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」

と
考
え
た
時
、
福
利
厚
生
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
本
日
同
席
し
て
い

る
社
員
の
山
部
さ
ん
は
、
法
人
化

す
る
前
か
ら
勤
め
て
く
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
彼
女
の
お
母
様
と
も

話
す
中
で
決
意
が
固
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。

● 

独
立
か
ら
６
年
目
。
２
０
２
２
年

の
４
月
に
法
人
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
﨑
　
法
人
化
で
金
融
機
関
と
の

お
付
き
合
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。

特
に
地
元
の
信
用
金
庫
は
い
ろ
い

ろ
な
事
業
所
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

す
。
当
社
は
農
福
連
携
に
注
力
し

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
農
産
物
を

加
工
し
て
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
作
っ
て

お
ら
れ
る
福
祉
事
業
所
と
の
繋
が

り
が
で
き
た
り
、
農
業
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
所
か
ら
の
相
談
が
あ
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

● 

福
祉
色
の
強
い
農
福
連
携
で
は
、

障
害
者
が
作
業
し
て
い
る
こ
と
自
体

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
し
ん
や
さ
い
さ
ん
の
場
合
は
、

し
っ
か
り
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
福

祉
と
連
携
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

石
﨑
　
私
も
最
初
か
ら
農
福
連
携

を
狙
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
当

事
者
で
あ
る
山
部
さ
ん
と
共
に
働

く
よ
う
に
な
っ
た
ご
縁
で
、
福
祉

事
業
所
と
の
繋
が
り
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
を
し

て
い
く
中
で
、
良
い
連
携
が
で
き

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に

法
人
化

福
祉
事
業
所
と
の
繋
が
り
が

増
え
る
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● 

農
業
と
福
祉
の
相
性
の
良
さ
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

石
﨑
　
う
ち
の
場
合
は
特
に
、「
長

所
が
生
か
せ
て
い
る
」
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
一
般
的
な
仕
事
で
は
、

苦
手
な
部
分
を
克
服
す
る
こ
と
を

言
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
山
部
さ
ん

を
見
て
い
る
と
「
い
い
と
こ
ろ
が
ど

ん
ど
ん
伸
び
て
い
っ
て
る
」
と
感

じ
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
す
る
時

に
は
素
敵
な
ポ
ッ
プ
を
作
っ
て
く

れ
ま
す
し
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
絵

と
文
字
で
描
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
特

に
障
害
の
あ
る
従
業
員
や
実
習
生

の
方
に
は
、
口
で
説
明
す
る
よ
り

絵
の
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
の
で
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

● 

今
、
従
業
員
さ
ん
は
何
名
お
ら

れ
ま
す
か
？

石
﨑
　
多
い
時
は
自
分
を
含
め
６

名
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
妻
が

取
締
役
で
、
正
社
員
は
山
部
さ
ん

一
人
（
取
材
時
）。
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用
で
４
ヶ
月
目
に
な
る
社
員
が
１

名
と
、
短
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

制
度
で
ト
ラ
イ
ア
ル
中
の
方
が
１

名
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
１
名
で
す
。

● 

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
従
業
員
さ

ん
達
と
出
会
い
ま
し
た
か
？

石
﨑
　
山
部
さ
ん
は
京
都
府
の

「
農
林
水
産
業
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

か
ら
の
紹
介
で
す
。
ラ
ン
チ
営
業

で
デ
ザ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
る
タ

ヅ
さ
ん
は
、
実
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の

相
談
窓
口
の
担
当
者
だ
っ
た
方
で

す
。
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
方
は
就

労
移
行
支
援
事
業
所
か
ら
実
習

で
来
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
も
う
一
人
の
短
時
間
雇
用
の

方
は
、
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
の

方
を
支
援
す
る
事
業
所
か
ら
実
習

に
来
た
後
、
今
は
週
に
３
日
働
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
何
年
も

引
き
こ
も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

京
都
府
の
「
社
会
的
ひ
き
こ
も

り
支
援
職
親
事
業
」
を
活
用
し
、

約
半
年
の
農
業
体
験
実
習
に
参
加

さ
れ
て
、
そ
こ
で
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
就
労
を
前
提
と
し
て
う
ち

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

● 

そ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
結
構
多
い
の

で
し
ょ
う
か
？

石
﨑
　
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
京

都
府
の
乙
訓
地
域
で
引
き
こ
も

り
支
援
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所
さ

ん
か
ら
、
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
由
し
て
、
３
ヶ
月

間
実
習
に
来
て
く
れ
た
方
も
い
ま

す
。

● 

彼
ら
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

石
﨑
　
初
め
の
う
ち
は
仕
事
に
慣

れ
ず
、「
ど
う
か
な
？
」
と
感
じ

る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
慣

れ
る
に
し
た
が
っ
て
表
情
が
変

わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
す
ご
く
や

り
が
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く

れ
て
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
。

そ
の
姿
を
間
近
で
見
れ
る
の
は
、

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

● 

安
易
な
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
方
に

と
っ
て
、
農
業
と
い
う
の
は
自
然
が

相
手
な
の
で
や
り
や
す
い
の
で
は
？

石
﨑
　
そ
う
い
う
一
面
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
う
ち
の
場
合

は
特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
る
程
度
取
ら
な
い
と
で
き
な
い

作
業
が
多
い
。
一
人
で
黙
々
と
、
と

い
う
よ
り
も
、
何
人
か
で
協
力
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
場
面
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
り
は
山
部
さ

ん
が
上
手
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
の
で
、
皆
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い

き
ま
す
。

● 

山
部
さ
ん
は
後
輩
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
心
が
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

山
部
　「
こ
う
し
て
み
よ
う
と
思
う

け
ど
、
ど
う
思
う
？
」「
こ
れ
で
進

め
て
も
大
丈
夫
？
」
と
相
談
し
、

意
見
を
聴
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
頼
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
私
自
身
、
こ
の
会
社
で
働
い
て

い
て
、
自
分
の
存
在
を
認
め
て
も

ら
え
て
い
る
な
ぁ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
適
材
適
所
と
い
う
か
、
得
意

な
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
も
ら
え
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
高
校
時
代
は

園
芸
部
に
所
属
し
て
い
て
、
そ
こ

で
福
祉
施
設
と
連
携
す
る
機
会
が

あ
り
、
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
立

場
に
な
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
こ
こ
で
働
き
始

め
て
か
ら
企
業
在
籍
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

● 

山
部
さ
ん
は
S
P
I
S
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
部
　

S
P
I
S
を
始
め
て
半
年

に
な
り
ま
す
。
主
治
医
に
自
分
の

気
持
ち
を
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
悩
み
や
思

い
を
整
理
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
主
治

医
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
に
も

自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

得
意
を
伸
ば
し
て
適
材
適
所

「
存
在
を
認
め
て
も
ら
え
て

い
る
」
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金時人参をていねいに洗います

アイスプラントの収穫　 出荷間近です



● 

石
﨑
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
山
部
さ

ん
は
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
で
す
ね
。

石
﨑
　
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。

山
部
　
将
来
、
自
分
と
同
じ
よ
う

な
障
害
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
多
く
の
人
に
、
農
業
や
園
芸

を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
、
憩

い
の
場
を
作
り
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
で
す
。
園
芸
療
法
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
。

● 

従
業
員
さ
ん
の
働
き

方
に
関
し
て
、
石
﨑
さ

ん
が
配
慮
・
工
夫
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

石
﨑
　
山
部
さ
ん
が
来

て
く
れ
て
一
番
変
わ
っ

た
の
は
、
毎
日
朝
礼

の
際
に
一
日
の
作
業
の

流
れ
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
書
き
出
し
、
優

先
順
位
を
皆
で
確
認

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も

が
作
業
を
進
め
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
休
み
の
無
い
農
作
業

で
す
が
、
あ
る
程
度
融
通
が
聞
く

勤
務
体
系
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
絶
対
に
こ
の
日
は
出
勤
し
て
ほ

し
い
」
と
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
が
い
て
く
れ
る
お
陰
で
、

私
も
水
曜
日
は
こ
う
し
て
カ
フ
ェ

に
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
の
で
土
日
は
皆
に
休
ん
で
も

ら
い
、
私
が
畑
に
出
て
苗
の
水
や

り
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

今
後
の
展
望
な
ど
、
考
え
て
お

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

石
﨑
　
い
ろ
ん
な
形
で
農
福
連
携

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
当
社

で
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
数
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
他
の

農
家
仲
間
に
も
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

障
害
が
あ
っ
て
も
活
躍
で
き
る
場

と
し
て
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
た

い
。
所
属
し
て
い
る
京
都
中
小
企

業
家
同
友
会
の
中
に
も
、
農
業
者

の
仲
間
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

異
業
種
の
仲
間
と
交
流
や
、
障

害
者
雇
用
を
さ
れ
て
い
る
他
の
企

業
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
こ
と
も
多

く
、
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
が
講
演
会
で
登
壇
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
す
。

● 

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
も
生

ま
れ
て
い
る
と
か
？

石
﨑
　
規
格
外
の
金
時
人
参
を

使
っ
た
ス
ム
ー
ジ
ー
や
、
聖
護
院

大
根
を
使
っ
た
鍋
つ
ゆ
の
素
を
開

発
中
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
当
社
は

野
菜
を
卸
す
だ
け
な
の
で
す
が
、

加
工
さ
れ
た
製
品
を
マ
ル
シ
ェ
で

販
売
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
生
産

者
で
あ
る
私
の
顔
写
真
が
入
り
、

商
品
名
は
山
部
さ
ん
の
手
描
き
文

字
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

● 

農
業
や
野
菜
、
障
害
者
雇
用
を

切
り
口
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
期

待
で
き
ま
す
ね
。

石
﨑
　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
で
す
ね
。
園
児
が
収
穫
体
験

に
来
ら
れ
た
り
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ
ん
が
来
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
車
い
す
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
収
穫
体

験
を
し
て
も
ら
え
る
か
考
え
、
京

都
市
の
大
原
で
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と

し
て
農
業
を
取
り
入
れ
て
お
ら
れ

る
病
院
さ
ん
に
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
車
い
す
で
も
畑
に
入
れ
る
よ

う
、
畝
の
間
を
広
く
し
て
い
る
様

子
を
見
て
「
う
ち
で
も
や
っ
て
み

よ
う
」
と
す
ぐ
に
導
入
。
実
際
に

芋
掘
り
や
花
の
収
穫
を
体
験
し
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
す
ご
く
喜

ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
頃
に
収

穫
体
験
を
し
た
こ
と

が
あ
り
、
懐
か
し
く

て
あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。

● 

見
学
に
行
っ
て
即
導

入
さ
れ
た
と
い
う
行
動

力
が
す
ご
い
で
す
。

石
﨑
　
そ
の
こ
と
を

久
御
山
町
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
方

に
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、
認
知
症
カ
フ
ェ

に
通
う
お
年
寄
り
の

方
々
か
ら
も
「
収
穫

体
験
を
し
て
み
た
い
」
と
希
望

が
あ
っ
た
そ
う
で
、
皆
で
来
て
下

さ
い
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
方

だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
形
で
の

農
福
連
携
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

私
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は 

ご
縁
。
経
営
理
念
に
も
「
わ
た
し

た
ち
は
、
ご
縁
を
大
切
に
、
幸
福

を
追
求
し
、新
に
挑
み
続
け
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
農
業
を
続
け
、
ラ
ン
チ

営
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
ご

縁
の
お
か
げ
。
一つ
ひ
と
つ
の
ご
縁

を
大
切
に
し
て
く
こ
と
で
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
繋
が
り
が
広
が
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

障
害
が
あ
っ
て
も

活
躍
で
き
る
場

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
た
い
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共同運営するコミュニティスペース 「九条湯」 にて

ハウス内で九条ネギの苗に水やり



ちはやACTクリニック  院長  渡邉 真里子 先生

社会医療法人 清和会  理事長  林 輝男 先生

医療法人博友会  理事長
まるいクリニック  院長  丸井 規博 先生

取り組み紹介の動画に
ご出演いただきました

当日のweb配信動画はこちらから

取り組み紹介動画はこちらから

https://www.smilenavigator.jp/information/event/shiminkokaikoza/

https://vfoster.org/nippon-foundation/

202２年５月１５日（日）
第５回

みんなで統合失調症を学ぶ
~当事者や家族だけで悩まない社会に~

202２年 12月４日（日）
第６回

みんなで双極性障害を学ぶ
~当事者や家族だけで悩まない社会に~

　日本財団が開催する「就労支援フォー

ラム NIPPON 2022」は、障害者雇用や

就労支援にかかわる関係者が全国から

集まる大型のフォーラムで、vfosterも 

２日目の分科会 H「医療機関からの就労

へ  ～精神科デイケアを中心に～」の企

画に協力しました。この分科会では、

「精神科デイケア」での就労支援の実施

を念頭に、各パネリストの取り組みをラ

イブ感のある動画を交えて紹介し、医療

機関を主体とした治療と、就労支援の

一体的運用の可能性について議論を行

いました。取り組み紹介で制作した動画

は vfoster のホームページで公開してい

ますので、是非ご覧ください。

　当会が共催団体としてプログラムの

企画に関わる「精神障がい者と家族の

ための市民公開講座」は、精神障害に

ついて広く一般の方に知っていただくた

めの市民講座です。2022年は精神疾患

をテーマに取り上げたWeb配信を2回行

いました。2022年5月「みんなで統合失

調症を学ぶ」、2022年12月「みんなで双

極性障害を学ぶ」をテーマとし、それぞ

れに ～当事者や家族だけで悩まない社

会に～ という副題がつきました。

　プログラムでは、医師・当事者・家

族・支援機関がそれぞれ発表の後にパ

ネルディスカッションを行いました。精

神科医のご講演により、改めて疾患に

ついて多くを知ることができました。

　当事者ご本人、ご家族からは日頃の

ご苦労の一方で、疾患と向き合いなが

らも一歩一歩充実した人生を送ろうとす

る日々が語られ、希望を見いだすことが

できました。支援機関からは地域ごとに

色々な取り組みが報告され、勉強になり

ました。

　毎回1,000名近い方が視聴するこの

公開講座は来年度も継続し、次回は6月 

開催の予定です。   （レポート・三鴨 岐子）
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市民公開講座

就労支援
フォーラム
NIPPON 
2022

2022.12.17（土）-18（日）

東京ビッグサイトにて

 vfosterも企画協力しました！

精神障がい者と家族のための

全国精神保健職親会の活動紹介 02





　vfosterでは日本財団助成事業として、働きづらさを抱える方の雇用を支

える地域ネットワークの構築を目指すワークショップを全国展開しておりま

す。その成果が評価され、2023年度においても本事業の助成が決定しま

した。この 2 年間の実践をさらに発展させるべく、引き続き関係者と連携

を図って参りますので、新年度からの活動にもご期待ください。

　本誌で紹介している「事例から学ぶ」ワークショップ事
業も活動 2 年目となり、地域ごとの特色が出てきたように感
じています。障害者雇用や就労支援における課題は、産業
構造や社会資源などの地域事情を反映して、それぞれの
地域で全く異なるとはよく言われることですが、まさにそれ
を実感しています。また、今年度事業では医療－福祉－企
業の連携というキーワードを打ち出して活動を行ってきまし
た。これは昨年度事業では未着手だったものですが、それ
だけテーマを具体化できたということでもあります。無事採
択された2023年度においても、さらに検討を深めていくべ
きこの遠大なテーマついて、各地で地域連携への取り組み
のお手伝いができれば望外の喜びです。

　創刊号から５年の月日を経て、「職親」を取り巻く社会の
意識が大きく変化してきたことを実感しています。実は私自
身、創刊当初はどこか「ひと昔前の制度」のような印象があ
りました。しかし今は、「誰しもが支え合い、障害の有無に関
わらず、心理的な安全性を感じる中で働き、だからこそ成果
が出る」という時代が来ているように感じます。
　㈱障がい者つくし更生会の那波専務は「何の役に立つか
をわかっているから、目の前の仕事に真摯に向き合える。一人
ひとりの『納得感の積み重ね』が、『職場の安心感』につな
がっています」と話しておられます。㈱しんやさいの石﨑社長
は、毎日朝礼の際に一日の作業の流れをホワイトボードに書
き出し、優先順位を皆で確認しておられるそうです。そうするこ
とで誰もが作業を進めやすくなったそうです。
　こうした「人を育てる」ための地道な取り
組みが、これからの日本社会や経済にとっ
て突破口になる予感がします。
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2022 年度・日本財団助成による
障害者雇用「事例から学ぶワークショップ」事業
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